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草津町消防団草津町消防団
平成25年度秋季点検挙行平成25年度秋季点検挙行

火災や災害のない草津町であり続けること…火災や災害のない草津町であり続けること…
　　　　　　それは草津町消防団の願いです　　　　　　それは草津町消防団の願いです

　第68代草津温泉女神の湯本麻希さんが一日警察署長を務めました　第68代草津温泉女神の湯本麻希さんが一日警察署長を務めました
◆ドイツからの中学生　草津見聞録◆ドイツからの中学生　草津見聞録
　草津中学校生徒とホームステイ交流が行われました　草津中学校生徒とホームステイ交流が行われました

◆こんにちは、図書館です　草津を知るシリーズ㉒◆こんにちは、図書館です　草津を知るシリーズ㉒

◆みんなでつくろう安全・安心のまち～西吾妻地区地域安全大会開催～◆みんなでつくろう安全・安心のまち～西吾妻地区地域安全大会開催～



平
成
平
成
2525
年
度
年
度

　

草
津
町
消
防
団
秋
季
点
検
が

　

草
津
町
消
防
団
秋
季
点
検
が

挙
行
さ
れ
ま
し
た

挙
行
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
22
日
、
毎
年
恒
例
の
草
津
町
消
防
団

秋
季
点
検
が
草
津
中
学
校
校
庭
に
お
い
て

挙
行
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
今
に
も

雨
が
降
り
出
し
そ
う
な
肌
寒
い
天
気
の
な
か
、

黒
岩
町
長
を
点
検
執
行
官
と
し
て
、

消
防
団
員
の
服
装
や
装
備
の
点
検
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
団
員
の
連
携
を
は
か
る
小
隊
訓
練

や
ポ
ン
プ
操
法
は
、
災
害
が
発
生
し
た

こ
と
を
想
定
し
機
敏
な
動
き
を
披
露
し
て

い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
点
検
中
は
大
熊
団
長
を
中
心
と

し
た
団
員
の
真
剣
な
取
り
組
み
に
よ
り
、

総
合
的
に
良
好
な
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
み
な
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

今
後
も
器
具
点
検
等
の
整
備
点
検
を
怠
る

こ
と
な
く
、
予
防
消
防
の
充
実
強
化
に

努
め
、
草
津
町
の
防
災
の
要
と
し
て
今
後
も

ご
尽
力
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
消
防
庁
長
官
表
彰

【
退
職
団
員
報
償
（
銀
杯
）】
７
名

元
団
長 

水
出　

文
夫

元
副
団
長 

後
藤　

文
雄

元
第
１
分
団　

分
団
長 

篠
原　
　

誠

元
第
３
分
団　

分
団
長 

山
本　

隆
士

元
第
２
分
団　

分
団
長 

渡
邊　
　

薫

元
第
２
分
団　

班
長 

山
田　

英
器

元
第
１
分
団　

班
長 

箱
田　

忠
敬

【
永
年
勤
続
功
労
章
】
１
名

副
団
長 

直
井　

新
吾

◆
群
馬
県
知
事
表
彰

【
消
防
防
災
功
労
知
事
表
彰
】
１
名

副
団
長 

直
井　

新
吾

◆
群
馬
県
消
防
協
会
長
表
彰

【
永
年
勤
続
退
職
団
員
表
彰
】
６
名

元
団
長 

水
出　

文
夫

元
副
団
長 

後
藤　

文
雄

元
第
３
分
団　

分
団
長 

山
本　

隆
士

元
第
２
分
団　

分
団
長 

渡
邊　
　

薫

元
第
２
分
団　

班
長 

山
田　

英
器

元
第
１
分
団　

班
長 

箱
田　

忠
敬

【
消
防
団
員
配
偶
者
表
彰
】
１
名

吉
田
美
枝
子

【
功
労
章
】
４
名

消
防
団
本
部
ラ
ッ
パ
部
長 

吉
田　

健
次

第
１
分
団　

分
団
長 

楜
沢　
　

征

第
２
分
団　

分
団
長 

山
口　

武
則

第
４
分
団　

分
団
長 

大
場　

康
弘

【
永
年
勤
続
功
労
章
】
５
名

第
３
分
団　

分
団
長 

中
澤　

道
明

第
１
分
団　

副
分
団
長 

関　
　

康
寛

第
２
分
団　

副
分
団
長 

宮
嵜　

正
雄

第
３
分
団　

副
分
団
長 

市
川　
　

衞

第
４
分
団　

副
分
団
長 

宮
﨑　

健
司

【
精
績
章
】
４
名

第
５
分
団　

団
員 

伊
藤　
　

勝

第
５
分
団　

団
員 

森
田　

和
幸

第
１
分
団　

団
員 

黒
木　
　

隆

第
１
分
団　

団
員 

湯
本　

規
夫

【
精
勤
章
】
２
６
名

・
20
年

第
１
分
団　

分
団
長 

楜
沢　
　

征

第
１
分
団　

副
分
団
長 

関　
　

康
寛

第
６
分
団　

副
分
団
長 

岡
田　
　

薫

元
第
６
分
団　

分
団
長 

髙
橋　

修
一

・
15
年

第
３
分
団　

分
団
長 

中
澤　

道
明

第
３
分
団　

副
分
団
長 

市
川　
　

衞

第
２
分
団　

班
長 

山
口
英
一
郎

第
２
分
団　

班
長 

冨
岡　

勇
一

第
３
分
団　

班
長 

田
中　

将
記

第
４
分
団　

班
長 

森
谷　

由
伴

第
３
分
団　

副
班
長 

湯
本　

晃
久

第
４
分
団　

副
班
長 

倉
田　

貴
史

・
10
年

第
５
分
団　

団
員 

伊
藤　
　

勝

第
１
分
団　

団
員 

黒
木　
　

隆

第
１
分
団　

団
員 

湯
本　

規
夫

第
５
分
団　

団
員 

森
田　

和
幸

・
５
年

第
４
分
団　

団
員 

仲
沢　

紀
仁

第
１
分
団　

団
員 

嶌
﨑　

弘
人

第
１
分
団　

団
員 

髙
橋　

正
臣

第
２
分
団　

団
員 

市
川　

祥
史

第
１
分
団　

団
員 

後
藤　

高
義

第
２
分
団　

団
員 

田
村　

雅
彦

第
１
分
団　

団
員 

吉
田　

富
男

大熊団長の指揮統率のもと、
草津町消防団の勇姿を披露しました

大熊団長 指揮統率 もと

いでゆ　第587号 2



第
４
分
団　

団
員 

小
板
𣘺
久
男

第
５
分
団　

団
員 

市
川　

圭
太

第
３
分
団　

団
員 

加
藤　
　

悟

◆
群
馬
県
消
防
協
会
吾
妻
支
部
長
表
彰

【
成
績
優
良
者
表
彰
】
５
名

第
３
分
団　

副
分
団
長 

市
川　
　

衞

第
２
分
団　

副
分
団
長 
宮
嵜　

正
雄

第
４
分
団　

副
分
団
長 

宮
﨑　

健
司

第
１
分
団　

副
分
団
長 

関　
　

康
寛

第
６
分
団　

副
分
団
長 

山
崎　

徹
也

【
永
年
勤
続
者
表
彰
】
21
名

・
20
年

第
２
分
団　

分
団
長 

山
口　

武
則

第
１
分
団　

分
団
長 

楜
沢　
　

征

第
１
分
団　

副
分
団
長 

関　
　

康
寛

第
２
分
団　

副
分
団
長 

宮
嵜　

正
雄

第
５
分
団　

副
分
団
長 

山
口　

貴
行

第
６
分
団　

副
分
団
長 

山
崎　

徹
也

第
５
分
団　

班
長 

萩
原　

健
司

第
５
分
団　

班
長 

山
口　

英
喜

第
６
分
団　

班
長 

中
澤　

真
樹

・
15
年

第
５
分
団　

班
長 

大
塚　

伸
将

第
６
分
団　

班
長 

小
林　

哲
也

第
６
分
団　

班
長 

水
出　

善
弘

第
２
分
団　

班
長 

本
多　
　

将

第
３
分
団　

副
班
長 

湯
本　

晃
久

第
４
分
団　

副
班
長 

佐
伯　

俊
幸

第
４
分
団　

副
班
長 

清
水　

正
仁

・
10
年

第
５
分
団　

団
員 

伊
藤　
　

勝

第
１
分
団　

団
員 

黒
木　
　

隆

第
１
分
団　

団
員 

湯
本　

規
夫

第
５
分
団　

団
員 

森
田　

和
幸

第
５
分
団　

団
員 

黒
岩　

英
之

◆
草
津
町
表
彰

【
永
年
勤
続
退
職
団
員
表
彰
】
５
名

元
副
団
長 

後
藤　

文
雄

元
第
２
分
団　

分
団
長 

渡
邊　
　

薫

元
第
６
分
団　

分
団
長 

髙
橋　

修
一

元
第
２
分
団　

班
長 

山
田　

英
器

元
第
１
分
団　

班
長 

箱
田　

忠
敬

【
優
良
団
員
表
彰
】
６
名

第
１
分
団　

副
班
長 

平
川　

順
一

第
２
分
団　

副
班
長 

山
口　

裕
巳

第
３
分
団　

班
長 

　

新
井　

雄
二

第
４
分
団　

副
班
長 

佐
伯　

俊
幸

第
５
分
団　

副
班
長 

市
場　

陽
介

第
６
分
団　

副
班
長 

木
暮　

広
宣

※ 

名
簿
順
に
つ
い
て
は
、
階
級
及
び

勤
続
年
数
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。

敬
称
略
。

　時節柄空気が乾燥しているため、火災が発生しやすい季節を迎えます。
暖房器具等の熱源を使用する際には、最新の注意を払っていただきますようお願いします。
　火災の発生は、人命や財産などの全てを奪いかねない怖ろしい災害です。
しかし、火災予防に対する意識を常に心がけることで災害を免れることは可能です。
町民のみなさまには、安全な町づくりのためにぜひご協力いただきますよう
お願い申し上げます。

のの用心用心 !!

火
災
予
防
の
心
得

①
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
も
の
を
置
か
な
い

②
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の
投
げ
捨
て
を
し
な
い

③
揚
げ
物
を
す
る
と
き
は
そ
の
場
を
離
れ
な
い

④
風
の
強
い
時
に
は
、
一
層
火
元
に
注
意
す
る

⑤
電
気
器
具
は
正
し
く
使
い
、
タ
コ
足
配
線
し
な
い

⑥
子
ど
も
に
火
遊
び
さ
せ
な
い

⑦
ス
ト
ー
ブ
に
燃
え
や
す
い
物
を
近
づ
け
な
い火災や災害のない草津町であり続けることが火災や災害のない草津町であり続けることが

草津町消防団の願いです草津町消防団の願いです 7セ
ブ
ン

いでゆ　第587号3



緊急連絡先１１０番　/　振り込め詐欺被害防止ホットライン　℡０２７－２２４－５４５４　

　

10
月
16
日
、「
西
吾
妻
地
区
地
域

安
全
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、長
野
原
警
察
署
に
お
い
て
、

県
警
生
活
安
全
企
画
課
長
よ
り
被
害
の

増
加
が
懸
念
さ
れ
る
詐
欺
犯
罪
に

つ
い
て
の
講
話
が
あ
り
、
群
馬
県
内
の

詐
欺
犯
罪
の
状
況
等
の
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
一
日
警
察
署
長
に

任
命
さ
れ
た
第
68
代
草
津
温
泉

女
神
の
湯
本
麻
希
さ
ん
、
群
馬
県
警
察

マ
ス
コ
ッ
ト
の
上
州
く
ん
、
み
や
ま

ち
ゃ
ん
、
草
津
町
の
マ
ス
コ
ッ
ト

ゆ
も
み
ち
ゃ
ん
を
交
え
て
、
湯
畑
で

防
犯
啓
発
チ
ラ
シ
の
配
布
を
行
い

ま
し
た
。

　

犯
罪
被
害
に
あ
わ
な
い

た
め
の
呼
び
か
け
を
、
一
日

警
察
署
長
を
は
じ
め
、
参
加

し
た
ス
タ
ッ
フ
全
員
が

行
う
と
、
チ
ラ
シ
を

受
け
取
っ
た
方
々
は

興
味
深
そ
う
に

防
犯
の
た
め
の

ア
ド
バ
イ
ス
に
耳
を

傾
け
て
い
ま
し
た
。

第第
6868
代
草
津
温
泉
女
神

代
草
津
温
泉
女
神

湯
本
麻
希

湯
本
麻
希
さ
ん
が

さ
ん
が
一
日
警
察
署
長

一
日
警
察
署
長
をを

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　

務務
め
ま
し
た

め
ま
し
た
！！

西
吾
妻
地
区
地
域
安
全
大
会
開
催

西
吾
妻
地
区
地
域
安
全
大
会
開
催

出
典
：
群
馬
県
警
察
本
部
発
行　
「
読
み
薬　

詐
欺
に
効
く
薬
（
服
読
薬
）」

①在宅中でも留守番電話に設定しましょう。
（犯人は自分の声を録音されるのを嫌がります）
②祖父母や両親等の財産管理にもっと関心をもちましょう。
（高齢者のみに財産管理を任せると詐欺被害に遭う危険度が高くなります）

だまされないために次の対策を立てることが必要です
①まず疑いましょう！
②相手を確認しましょう！
③家族に相談（報告）する！
④はっきり断る！

みなさんの自宅や家族などに犯人から電話がかかってきたら、
すぐに警察に連絡しましょう。
騙そうとしている犯人をみなさんの演技で反対に騙してやりましょう！
危険なことをお願いするものではありません。ぜひご協力ください。

　みなさん、『詐欺』という言葉にどのような印象をお持ちですか？
「私だけは大丈夫…うちの両親も大丈夫…、私には関係ない」何となく自分と無関係な言葉だ
というようにお考えではないでしょうか？
　　しかし、群馬県内では毎日100本を超える詐欺犯からの電話がかかってきているという
　実態があるのです。この危険な実態を認識し、ぜひご自身の「詐欺」に対する意識を変えて
　いただきたいです。そのために、下記のことを常に頭の中にとどめておいて下さい。
　　そして、無情な犯罪が根絶することを切に願っています。

笑顔で防犯啓発する
一日警察署長

みんなでつくろうみんなでつくろう
　　　　安全・安心のまち　　　　安全・安心のまち

一日署長・マキによる一日署長・マキによる
詐欺被害に遭わないためのプチアドバイス詐欺被害に遭わないためのプチアドバイス

だまされないための最も効果的な方法を実践しましょう！だまされないための最も効果的な方法を実践しましょう！

家族の決まりごとを確認し合いましょう！家族の決まりごとを確認し合いましょう！

騙された騙されたふふ
・・

りり
・・

作戦で犯人を捕まえてやりましょう！作戦で犯人を捕まえてやりましょう！

1日警察署長の1日警察署長の
マキです！マキです！

　

大
切
な
家
族
を

　

大
切
な
家
族
を

守
る
た
め
に
、み
ん
な
で

守
る
た
め
に
、み
ん
な
で

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
！

話
し
合
い
ま
し
ょ
う
！

早めに連絡！早めに連絡！
家族と警察に！家族と警察に！

左から西吾妻安全・安心まちづくり連絡会　飯島啓一会長、左から西吾妻安全・安心まちづくり連絡会　飯島啓一会長、
一日警察署長の湯本麻希さん、一日警察署長の湯本麻希さん、
長野原警察署　坂部重人署長、草津交番　石坂哲男所長長野原警察署　坂部重人署長、草津交番　石坂哲男所長
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草津町長選挙及び草津町長選挙及び草津町議会議員補欠選挙のお知らせ草津町議会議員補欠選挙のお知らせ
　任期満了に伴う草津町長選挙とこれに伴う草津町議会議員補欠選挙が、
次の日程により実施されますのでお知らせいたします。

草津町長選挙及び草津町議会議員補欠選挙

◇告示日　平成２６年１月１４日（火）

◇投票日　平成２６年１月１９日（日）

　投票ができる人　投票ができる人
◇　平成６年１月20日までに生まれた方

◇　平成25年10月13日までに草津町に転入届をして、引き続き草津町に

　　居住している方

◇　投票日の前日までに草津町以外の市町村へ転出された方は投票ができません。

　期日前投票　期日前投票
　仕事や旅行などで当日投票に行けない方はあらかじめ投票日前に期日前投票をすることができます。

・期日前投票ができる期間　平成26年１月15日から１月18日まで

・場所と時間　草津町役場１階研修室　午前８時30分から午後８時まで

◎草津町長選挙及び草津町議会議員補欠選挙立候補予定者等事前説明会
　次の日程で事前説明会を開催いたします。草津町長選挙又は草津町議会議員補欠選挙に

立候補を予定されている方はご出席ください。

◎日　　時　　平成25年12月18日（水）午後１時30分
◎場　　所　　草津町役場大会議室

草津町選挙管理委員会　℡８８－０００１

　

さ
し
の
べ
た　

そ
の
手
が
こ
ど
も
の　

命
綱

1111
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
で
す

虐
待
か
も
…
と
気
づ
い
た
ら

相
談
・
通
告
を
お
願
い
し
ま
す

　

保
護
者
や
同
居
人
に
よ
る
「
子
ど
も
の

虐
待
」
が
深
刻
な
問
題
に
な
っ
て
い

ま
す
。
虐
待
に
よ
る
痛
ま
し
い
被
害
や

死
亡
事
例
を
な
く
し
、
子
ど
も
の
人
権

を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
で
き
る

だ
け
早
く
虐
待
に
気
づ
き
、
対
応
に

つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

虐
待
は
特
別
な
家
庭
の
問
題
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
ど
の
家
庭
で
も
起
こ
り

う
る
問
題
と
し
て
社
会
全
体
で
虐
待

か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守
っ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

　

あ
な
た
の
周
り
で
虐
待
を
受
け
た
と

思
わ
れ
る
子
ど
も
を
発
見
し
た
場
合
や
、

近
隣
の
家
庭
の
様
子
が
お
か
し
い
と

思
っ
た
時
は
、
草
津
町
要
保
護
児
童

対
策
地
域
協
議
会
事
務
局
（
草
津
町

役
場
健
康
推
進
課
）ま
た
は
児
童
相
談
所

に
相
談
・
通
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

草
津
町
役
場
健
康
推
進
課

（
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会

事
務
局
）　

 

℡  
８
８
・
５
７
９
７

相　

談　

窓　

口

相
談
者
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
は
固
く
守
ら
れ
ま
す

草津町では11月27日㈬に児童虐待防止に関する講演会を行います。詳細は巻末ページをご覧ください。

自
分
は
虐
待
し
て
い
る
か
も
…

　

育
児
は
想
像
以
上
に
大
変
な
こ
と

で
す
。
育
児
の
大
変
さ
に
「
こ
ん
な

は
ず
で
は
な
か
っ
た
」
と
ひ
と
り
で

悩
ん
で
い
る
保
護
者
の
み
な
さ
ん
の

悩
み
や
不
安
を
相
談
し
て
、
一
人
で

抱
え
込
ま
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

あ
な
た
の
気
持
ち
を
分
か
っ
て
く
れ
る

人
た
ち
が
い
ま
す
。

　

草
津
町
健
康
推
進
課
で
は
、
育
児

相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

児
童
相
談
所
な
ど
も
相
談
窓
口
と
し
て

利
用
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

℡  
０
５
７
０
・
０
６
４
・
０
０
０

※ 

発
信
元
の
市
外
局
番
な
ど
か
ら

管
轄
の
児
童
相
談
所
に
つ
な
が

り
ま
す

全
国　

子
育
て
・
虐
待
防
止

　
　
　
　
　
　
　

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　

 

℡  
０
５
７
０
・
０
１
１
・
０
７
７

※ 

子
ど
も
の
虐
待
防
止
に
取
り
組

む
民
間
団
体
等
の
電
話
相
談
窓

口
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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景観まちづくり
　　協定の締結

景観法・景観計画の概要

第一号 平成25年10月10日

　草津町は、平成21年12月１日に県内９番目の景観行政団体と

なり、景観まちづくりの取組みを本格的にスタートさせました。

　景観行政団体とは、景観法に基づく「景観計画」を策定し、景観対策の

ための様々な事務を担う市町村のことです。

　早速、平成22年度から公共・民間双方の景観づくりをサポートする

「街なみ環境整備事業」がスタート。この事業は、国の支援を受けながら、

地域の景観づくりに資する公施設を整備したり、住民が主体となって

景観のルールをつくり街なみの改善や魅力付けを図るものです。

　この事業を行うためには、草津町による「街なみ環境整備方針」の

策定などと併せ、各事業地区の住民による「景観まちづくり協定」

（まちなみづくりの約束事）の締結が必要です。このため、平成22年度

から昨年度にかけて５地区（湯畑地区、西の河原地区、滝下通り地区、

中央通り地区、地蔵地区）の住民による検討作業が行われ、地区ごとの

「景観まちづくり協定」が締結されました。

　今年度は、景観行政団体の
重要な役割である景観法に
基づく「景観計画」の策定に
取り組みます。

　景観計画は、景観まちづくり
を進める基本的な計画であり、
景観形成の方針や基準、行為の
制限などに関する事項を定め
ます。一定の建築物、工作物等
の新築、改築、修繕等を行う
場合は、法に基づき、役場への
届出が義務付けられ、届出
内容が景観形成基準に反する
場合は、勧告・変更命令等の
措置が講じられる仕組みです。
実際には、景観計画の方針や
基準に沿った形でどのように
地権者の修景希望を実現させて
いけばよいか、事前の相談・
協議の場が設けられます。

平

景観ニュース景観ニュース

・地域の景観上重要な建物等を指定
・修繕費補助など

◆届出制度

建築物、
工作物の
建築、改
築、修繕
など、
土地の形
質変更
など

事前相談
・協議

景観形成方針
景観形成基準
など

届出・勧告・命令違反に対する罰則（罰金）

届出

勧告
または（形態意匠について）変更命令

◆景観重要建造物・樹木
・道路などの公共施設の景観方針、
基準を設定

◆景観重要公共施設

・全員合意の協定 ・承継効
◆景観協定

＊「§16-3」は景観法の条項
「第16条第3項」を示す。

§16-3

§16-3, §17 

§101～103 

 2-8§  82§ ,91§

§81

景観計画の区域
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住民の協定づくりから、
　　　　　　法に基づく制度へ

検討体制とスケジュール

　草津町の景観計画の区域は、

草津町全域です。「景観

まちづくり協定」が締結された

温泉街中心部においては、

引き続き、良好な景観を

積極的に誘導する区域として、

協定に定められた詳細な

約束事をできるだけ景観

計画の方針や景観形成基準等

へ反映させていきます。

　一方、その他の区域に

ついては、景観を阻害する

要因をできるだけ減らして

いけるような仕組みづくりに

ついて検討します。

　９月20日、景観審議会

及び都市計画審議会を開催し、

景観計画案の検討内容や

作業工程などについて確認

しました。今後、各地区・

団体等のメンバーで構成

される「景観計画検討会」

において景観計画案の検討を

行って参ります。草津町の

魅力的な景観形成に向け、

住民の皆さまのご理解と

ご協力をお願いいたします。

「まちなみ便り」発行元/問い合せ先：草津町企画創造課（担当：長井、市川）　TEL：８８－７１９３

草津町景観計画等策定プロジェクト

景観行政団体へ
（平成21年12月1日）

景観計画の策定

v 町、町民、事業者の責務
v 景観形成の方針
v 行為の制限
v 景観重要建造物
v 景観重要公共施設
v 屋外広告物の方針

など

v 別表

温泉街中心部
（街なみ環境整備促進区域）

景観まちづくり協定

建築物、工作物
などのルール
建築物、工作物
などのルール

尊重・遵守

良好な景観を
積極的に
つくっていこう! 景観法

温泉街中心部
（街なみ環境整備促進区域）

景観まちづくり基準（仮称）
（草津町）

草津町全域

（住民） 外側の区域

景観ルール

建築物、工作物
などのルール

景観を阻害する
要因を減らして
いこう！

H.26H.25
7月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 ４月

事前準備
調査など

景観審議会
都市計画審議会
（検討内容、工程等）

パブリック
コメント
景観計画案の公表
意見集約

景観審議会
都市計画審議会
（計画審議・決定）

景観計画
公告・縦覧

景観条例等の
改正案の検討

景観審議会
都市計画審議会
（改正条例案等の検討）

改正条例案等
の議会提出

「まちなみ便り」
の発行

・景観計画の仕組み
・草津町の景観観察
・区域と方針の検討
・規制内容、景観形成基準等の検討
・景観計画案の検討 など

（写真右）
第一回景観計画検討会の様子
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　草津町では放射線測定器を用いて、役場庁舎前で空間放射線測定を週１回ペースで実施しています。
測定場所： 草津町役場庁舎前　地上50cm
測定機器： シンチレーション式環境放射線モニター　Mr.Gamma　A2700型
※測定値の単位は「マイクロシーベルト毎時（μSv/h）」です

測定月日 測定値 天　候 測定時刻
10月２日 0.064 晴れ 午前９時45分
10月７日 0.067 くもり 午前11時７分
10月16日 0.059 雨 午後３時45分
10月21日 0.061 晴れ 午前９時58分

測定結果 マイクロシーベルト毎時

草津町では放射線測定器を用いて 役場庁舎前で空間放射線測定を週１回ペ スで実施しています

草津町における空間放射線量測定結果について（最新）草津町における空間放射線量測定結果について（最新）

　

弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
で
す
。

相
談
は
要
予
約
制
で
す
。

◆
相
談
を
ご
利
用
い
た
だ
け
る
方

　

草
津
町
に
お
住
ま
い
の
方
、
ま
た
は

草
津
町
内
に
お
勤
め
の
方

◆
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
、多
重
債
務
、遺
言
・

相
続
、
交
通
事
故
問
題
、
成
年
後
見
、

消
費
者
問
題
、
離
婚
問
題
、
借
地
・

借
家
、
相
隣
・
境
界
、
悪
質
商
法

ト
ラ
ブ
ル
ほ
か

◆
相
談
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

・ 

相
談
時
間
は
１
人
30
分
で
す
の
で
、

相
談
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
む
よ
う
、

予
め
相
談
・
質
問
内
容
を
整
理
し
て

下
さ
い
。

・ 

相
談
に
関
す
る
書
類
等
が
あ
り

ま
し
た
ら
、
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

・ 

相
談
を
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
場
合
や
、

相
談
時
間
に
間
に
合
い
そ
う
に

な
い
場
合
に
は
必
ず
草
津
町
役
場

総
務
課
へ
ご
連
絡
下
さ
い
。

◆
日
時　

11
月
29
日
（
金
）

　
　
　
　

14
時
〜
17
時

◆
場
所　

草
津
町
役
場
４
階

　

第
２
委
員
会
室

◆
相
談
時
間　

一
人　

30
分

◆ 

予
約
方
法　

草
津
町
役
場
総
務
課

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い

※ 

予
約
は
前
日
ま
で
受
付
し
ま
す
が

定
員
に
な
り
次
第
、
受
付
は
終
了

し
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
予
約
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課　

 

℡  
８
８
・
０
０
０
１

　

草
津
町
で
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

流
行
を
予
防
す
る
た
め
、
予
防
接
種

及
び
接
種
費
用
補
助
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

■
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

　

接
種
に
つ
い
て(

定
期
予
防
接
種)

◆
対
象
者

　

接
種
日
に
お
い
て
65
歳
以
の
方

(

草
津
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方)

◆
接
種
期
間

　

平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら

平
成
26
年
１
月
31
日
ま
で

◆
接
種
方
法

　

か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関
に
予
約
し
、

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
接
種
費
用

　

自
己
負
担
分
１
，
０
０
０
円

医
療
機
関
窓
口
に
お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

残
り
の
費
用
は
町
が
負
担
し
ま
す
。

■
小
児
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防

　

接
種
費
用
補
助
に
つ
い
て

(

任
意
予
防
接
種)

◆
対
象
者

　

接
種
日
に
お
い
て
生
後
６
ヶ
月

か
ら
中
学
３
年
生
ま
で
の
方
（
草
津
町

に
住
民
登
録
の
あ
る
方
）

　

な
お
、1
歳
未
満
の
お
子
さ
ま
は
、

接
種
に
つ
い
て
主
治
医
と
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

◆
補
助
に
つ
い
て

　

予
防
接
種
１
回
の
費
用
に
つ
き

１
０
０
０
円
を
補
助
し
ま
す
。

（
一
人
２
回
ま
で
の
補
助
）

　

残
り
の
費
用
は
自
己
負
担
で
す
。

◆
手
続
き

　

町
内
の
医
療
機
関
で

　
　
　
　
　
　
　

接
種
す
る
場
合

　

保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口
に
て
補
助

申
請
を
行
い
、
補
助
券
を
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。
補
助
券
を
医
療
機
関
に

持
参
し
接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
補
助
券
の
申
請
期
間
は

12
月
27
日(

金)
ま
で
で
す
。

　

町
外
の
医
療
機
関
で

　
　
　
　
　
　
　

接
種
す
る
場
合

　

補
助
券
を
受
け
取
ら
ず
に
予
防

接
種
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。
予
防

接
種
料
金
を
医
療
機
関
に
お
支
払
い

い
た
だ
き
、
接
種
後
領
収
書
と
印
鑑
を

持
参
の
上
、
保
健
セ
ン
タ
ー
窓
口

ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。
接
種
後

な
る
べ
く
早
め
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

予
防
接
種
は
、
医
療
機
関
に
直
接

予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※ 

小
児
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接

種
は
任
意
接
種
で
す
の
で
医
師
と

相
談
の
上
、
保
護
者
の
責
任
に
お

い
て
接
種
す
る
か
ど
う
か
決
め
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
い
合
せ
先

　

健
康
推
進
課(

保
健
セ
ン
タ
ー)

　

 

℡  
８
８
・
５
７
９
７

　

先
日
み
な
さ
ま
に
本
誌
で
お
願
い

し
ま
し
た
、『
心
臓
移
植
手
術
を
必
要
と

す
る
桐
生
市
在
住
の
し
ゅ
ん
す
け
君

の
為
の
募
金
』
に
つ
き
ま
し
て
、

多
く
の
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

み
な
さ
ま
の
温
か
い
お
気
持
ち
に

よ
り
目
標
金
額
の
達
成
を
果
た
し
、

し
ゅ
ん
す
け
君
は
ア
メ
リ
カ
に
渡
航

す
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

無
事
手
術
が
成
功
し
、
し
ゅ
ん
す
け
君

が
再
び
太
陽
の
下
を
友
達
と
元
気
に

駆
け
回
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

行
政
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

In
fo
rm
atio
n

心
臓
移
植
を
必
要
と
し
て
い
る

し
ゅ
ん
す
け
君
を
救
う
会

　
　
　

募
金
目
標
金
額
達
成
！

心配ごと、お困りのことございませんか？
人権相談・行政相談のご案内

11/25（月）10：30～14：30　役場４階第１委員会室
12/２（月）10：00～15：00　相談無料・予約不要

草
津
町
無
料
法
律
相
談
会
開
催

【
要
予
約
制
】

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

※ 現在の放射線量は、基準値以内で、健康に影響を与える
レベルではありません。
※ 参考：国際基準　0.23マイクロシーベルト毎時（μSv/h）
　　　　年間１ミリシーベルト以下
　　　　1,000マイクロシーベルト ＝ 1ミリシーベルト
※ あおぞら保育園・小学校・中学校についても、現在の
放射線量は、健康に影響を与えるレベルではありません。

〔 

〕

〔 
〕
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相
談
会
当
日
の
会
場
に
お
い
て
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
、
保
険
料

免
除
・
納
付
猶
予
申
請
が
で
き
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
19
日
（
火
）

　
　
　
　

10
時
〜
16
時

◆
場
所　

長
野
原
町
公
民
館

（
長
野
原
町
大
字
長
野
原
66
の
３
）

◆
対
象
者　

草
津
町
、
長
野
原
町
、

草
津
町
在
住
の
国
民
年
金
被
保
険
者

の
う
ち
、
免
除
対
象
者
及
び
未
納
者

（
対
象
者
の
方
に
は
ご
案
内
文
書
を

送
付
し
て
あ
り
ま
す
。

「
ね
ん
き
ん
月
間
」
に
係
る

国
民
年
金
保
険
料
に
関
す
る

　
　
　

納
付
相
談
会
の
開
催

で
き
ま
す
の
で
、
ご
家
族
あ
て
に

送
ら
れ
た
控
除
証
明
書
を
添
付
の

う
え
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」に
つ
い
て
の
ご
照
会
は
、

控
除
証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ

て
い
る
番
号
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

◆
控
除
証
明
書
専
用
ダ
イ
ヤ
ル

０
５
７
０
・
０
７
０
・
１
１
７

（
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
５
０
か
ら
始
ま
る
電
話
ま
た
は

０
７
０
・
５
＊
＊
＊
、
０
７
０
・
６

＊
＊
＊
で　

始
ま
る
電
話
（
Ｐ
Ｈ
Ｓ
）

で
お
か
け
に
な
る
場
合
は

０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
３
０

◆
受
付
期
間

　

平
成
25
年
11
月
１
日
（
金
）
〜

　

平
成
26
年
３
月
14
日
（
金
）

◆
受
付
時
間

・
月
曜
日　

８
時
30
分
〜
19
時

・
火
〜
金
曜
日

　
　

８
時
30
分
〜
17
時
15
分

・
第
２
土
曜
日

　
　

９
時
30
分
〜
16
時

　

月
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
、
火
曜
日

に
19
時
ま
で
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

祝
日
、
12
月
29
日
〜
１
月
３
日
は
、

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
せ
ん
。

＊ 

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
は
、
一
般
の
固
定

電
話
か
ら
お
か
け
に
な
る
場
合
は

全
国
ど
こ
か
ら
で
も
、
市
内
通
話

料
金
で
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

た
だ
し
、
一
般
の
固
定
電
話
以
外

（
携
帯
電
話
等
）
か
ら
お
か
け
に

な
る
場
合
は
通
常
の
通
話
料
金
が

か
か
り
ま
す
。

※ 

「
０
３
・
６
７
０
０
・
１
１
３
０
」

の
電
話
番
号
に
お
か
け
に
な
る

場
合
は
、
通
常
の
通
話
料
金
が

か
か
り
ま
す
。

※ 

「
０
５
７
０
」
の
最
初
の
「
０
」

を
省
略
し
た
り
、
市
外
局
番
を

つ
け
て
間
違
い
電
話
に　

な
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
が
発
生
し
て
い
ま
す

の
で
、
お
か
け
間
違
い
に
は
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税

及
び
住
民
税
の
申
告
に
お
い
て
全
額
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

そ
の
年
の
１
月
１
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
に
納
付
し
た
保
険
料
が
対
象

で
す
。

　

こ
の
社
会
保
険
料
控
除
を
受
け
る

た
め
に
は
、
納
付
し
た
こ
と
を
証
明

す
る
書
類
の
添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
平
成
25
年
１
月
１
日

か
ら
９
月
30
日
ま
で
の
間
に
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た
方
に

つ
い
て
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金

保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
本
年

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら

送
付
さ
れ
ま
す
の
で
、
年
末
調
整
や

確
定
申
告
の
際
に
は
必
ず
こ
の
証
明
書

（
又
は
領
収
証
書
）
を
添
付
し
て

く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
平
成
25
年
10
月
１
日
か
ら

12
月
31
日
ま
で
の
間
に
今
年
は
じ
め
て

国
民
年
金
保
険
料
を
納
付
さ
れ
た

方
に
つ
い
て
は
、
翌
年
の
２
月
上
旬
に

送
付
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
ご
家
族
の
国
民
年
金
保
険
料

を
納
付
さ
れ
た
場
合
も
、
ご
本
人
の

社
会
保
険
料
控
除
に
加
え
る
こ
と
が

「
社
会
保
険
料（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
」が
発
行
さ
れ
ま
す

〜
年
末
調
整
・
確
定
申
告
ま
で

　
　
　
　
　
　
　

大
切
に
保
管
を
！
〜

こ
こ
ろ
の
電
話
相
談

労働についての相談に対応します ぐんま県民労働相談センター
TEL.0120-54-6010（月～金　8：30-17：15）

　

群
馬
県
精
神
保
健
福
祉
協
会
で
は
、

こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
仕
事
な
ど
で
平
日
に
相
談

で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
日
曜
日
に

電
話
相
談
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

専
用
電
話
に
よ
り
、
こ
こ
ろ
の

病
気
に
関
す
る
こ
と
や
、
利
用
可
能
な

サ
ー
ビ
ス
や
制
度
な
ど
に
関
し
て

精
神
科
医
師
・
臨
床
心
理
士
な
ど
が

相
談
に
応
じ
ま
す
（
職
種
の
指
定
は

で
き
ま
せ
ん
）。

　

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
た
り
、
ご
家
族

の
こ
と
で
心
配
さ
れ
て
い
る
方
は

い
ま
せ
ん
か
？

　

み
な
さ
ま
か
ら
の
連
絡
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

◆
日
時　

11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　

10
時
〜
15
時

※ 

多
く
の
み
な
さ
ん
の
相
談
に
対
応

で
き
る
よ
う
、
個
々
の
相
談
時
間

を
制
限
さ
せ
て
い
た
だ
く
場
合

ご
ざ
い
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆
専
用
電
話

　

 

℡  
０
２
７
・
２
９
０
・
２
９
２
０

※ 

相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
電
話
代

は
ご
自
身
の
負
担
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ
先

　

群
馬
県
精
神
保
健
福
祉
協
会

　

 

℡  
０
２
７
・
２
６
３
・
１
１
６
６

種目 資格 受付期間 試　験　日 試験会場

陸上自衛隊
高等工科学校

推薦
指定の資格の他、中学校長
等の推薦等が別途必要

11月１日～
12月６日

25年１月12日～14日
のいずれか指定された日

高等工科学校
（神奈川県横須賀市）

一般
15歳以上17歳未満の男子
中学校卒業者（見込含）

11月１日～
平成26年１月10日

１次26年１月18日
２次26年２月１日

１次 前橋文化会館
２次 新町駐屯地

詳しくは、下記にお問い合せ下さい。またこの他にも試験はあります。興味のある方はご連絡ください。

※試験の実施につきましては状況により変更及び中止になる場合もあります。必ず問い合わせてください。

http://www.mod.go.jp/pco/gunma/

沼田地域事務所　沼田地域事務所　TEL０２７８－２３－４１１１
p g jp p

まずは、検索を!!まずは、検索を!!

平成25年度11月自衛官等募集案平成25年度11月自衛官等募集案内内

１１

防衛省・自衛隊
群馬地本 検 索

　

毎
週
水
曜
日
発
行
の

『
最
新
求
人
情
報
』
チ
ラ
シ
は

次
の
場
所
に
て
お
受
け
取
り
が

可
能
で
す
。

　

・
役
場
３
階　

総
務
課
前

　

・
草
津
町
立
図
書
館
内

　

・
草
津
町
商
工
会

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

　

中
之
条
発
行

　

中
之
条
発
行

　
　
　

最
新
求
人
情
報

　
　
　

最
新
求
人
情
報
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“すまいる”育児支援教室育児支援教室“すまいる”
親子での参加をお待ちしています！

　育児支援教室“すまいる”は２才から就園前までのお子さんを対象にした親子教室です。

健康推進課の保育士、保健師、助産師、教育委員会連携支援員、母子保健推進員などがスタッフとして関わっています。

内容は、幼児の発達を促すためのプログラムを行っています。

“すまいる”では親子で楽しい時間を過ごし、親子の関わりを学ぶこと、感覚刺激や注視教材、バランス遊びなどを

通して心と体の発達を促すことを目的としています。

　参加を希望される方は健康推進課（保健センター）までお申し込みください。　TEL.８８－５７９７

◆小麦粉ねんど◆
　９月は、小麦粉ねんどを作って遊びました。

小麦粉ねんどは家にあるもので簡単に作ることができます。

保育士に教わりながら、親子で楽しく粘土づくりをしました。

この遊びは、幼児期に大切となる感覚遊びの一つです。

どろんこ遊びや水遊びと同じです。

　また、指先を動かすことで、脳が刺激され活性化します。

　何か形を作り上げることが目的ではなく、感触や形の

変化を楽しむことで五感の発達につながります。

1才児の「　　　　　　」も実施中！　
　１才の子どもの発達に合わせたプログラムを行います。
様々な経験を積むことで、お子さんの発達を促すことを
目的として実施しています。
まずは集団に慣れることからスタートします。
親子で楽しい時間を過ごしましょう。
「ミニすまいる」は、２ヶ月に１回の実施です。
日程は健康カレンダーでご確認ください。
お申し込みの上、ご参加ください。

小さいお友達も楽しく参加しています♪

◆サーキット◆
　10月はサーキットをしました。サーキットは、

サイズに合わせて体を小さくする、バランスをとって歩く・よく

見て動く・感覚刺激を味わう・達成感を抱く、といったねらいが

あります。乳幼児期は体を使って遊ぶことがとても大切になります。

言葉も心も知能もこの体づくりが土台となります。指先を使った

細かい動作や、発音に必要な舌の動きにも、この体作りができて

こそ発達するのです。トンネルや椅子わたり、メロディーパット

など、自宅ではなかなか体験できないものがあり、参加した

子ども達は楽しんで取り組んでいました。

ミニすまいるミニすまいる

“すまいる”の風景
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ワンポイント  アドバイスおまわりさんの
～長野原警察署からのお知らせ～

問い合わせ先　長野原警察署　警務課
　　　　　　　TEL.0279-82-0110

ド
イ
ツ
か
ら
の
中
学
生
×
草
津
中
学
校
生
徒

ド
イ
ツ
か
ら
の
中
学
生
×
草
津
中
学
校
生
徒

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
交
流
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

草
津
町
の
姉
妹
都
市
で
あ
る

ド
イ
ツ
の
ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
・

ビ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
の
中
学
生
と

引
率
の
先
生
が
、
９
月
13
日

か
ら
21
ま
で
の
９
日
間
の
日
程
で

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
訪
れ
ま
し
た
。

　

ド
イ
ツ
の
生
徒
た
ち
は
、

草
津
中
学
校
の
生
徒
の
家
庭
で

お
世
話
に
な
り
、
地
元
の
中
学
生

や
小
学
生
た
ち
と
楽
し
く
交
流

し
な
が
ら
、
英
語
の
授
業
や

書
道
、
う
ち
わ
作
り
、
昔
遊
び
、

茶
道
な
ど
を
体
験
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
を
は
じ
め
た
く
さ
ん

の
皆
様
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、

子
ど
も
た
ち
は
草
津
町
で
の

楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

Vielen Dank an alle BÜrger von Kusatsu!!Vielen Dank an alle BÜrger von Kusatsu!!
草津のみなさん、ありがとうございます!!草津のみなさん、ありがとうございます!!

お世話になったホストファミリーの
みなさんと

おや！？
僕のはショート丈だね

初めて着てみたわ。感激！

いいね

着物着付け体験
みなさん、お似合いです!
丈が短かったかな…!?

ホ
ー
ム
ス
テ
イ

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
inin
草
津
草
津

初
め
て
づ
く
し
の
見
聞
録

初
め
て
づ
く
し
の
見
聞
録

茶
道
体
験

お
口
に
合
う
よ
う
で
す
ね

一
生
懸
命
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

と
る
両
国
の
生
徒
た
ち

白
根
山
見
学

雄
大
な
景
観
に
驚
い
た
！

◆
情
報
提
供

　

刑
事
手
続
の
概
要
や
捜
査
、

裁
判
の
過
程
で
利
用
で
き
る
制
度
、

各
種
機
関
の
相
談
窓
口
等
に

つ
い
て
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

◆
経
済
的
負
担
の
軽
減

　

特
定
の
犯
罪
に
よ
り
障
害
等
を

負
っ
た
場
合
に
は
、
医
療
費
等
の

一
部
に
つ
い
て
警
察
が
支
出
す
る

な
ど
被
害
者
の
経
済
的
な
負
担
を

軽
減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

◆
精
神
的
負
担
の
軽
減

　

安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談

な
ど
が
で
き
る
よ
う
犯
罪
被
害
者

相
談
電
話
を
設
置
す
る
ほ
か

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
備
し

て
い
ま
す
。

◆
安
全
確
保

　

同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
危
害

を
受
け
な
い
よ
う
に
防
犯
指
導
や

立
ち
寄
り
警
戒
を
行
う
ほ
か
、

様
々
な
機
材
を
活
用
し
て
安
全

対
策
を
講
じ
ま
す
。

◆
犯
罪
被
害
者
等
給
付
金
制
度

　

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、

死
亡
・
負
傷
ま
た
は
疾
病
が
生
じ
た

場
合
に
、
ご
遺
族
や
被
害
者
本
人

に
対
し
て
、
国
が
一
時
金
を
支
給

す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
（
審
査
に

よ
り
減
額
ま
た
は
不
支
給
に
な
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
）。

　警察では、犯罪の被害者やその家族
が一日でも早くもとの生活に戻れる
ように様々な支援を行っています。
　詳細については群馬県警察ホーム
ページにも掲載してありますので、
併せてご確認ください。
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は
じ
め
に

　

今
年
は
ド
イ
ツ
人
医
師
、
ベ
ル
ツ

博
士
が
亡
く
な
っ
て
１
０
０
年
目
に

あ
た
り
ま
す
。

　

博
士
は
１
８
４
９
年
に
ド
イ
ツ

南
部
の
町
、
ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
で

生
ま
れ
ま
し
た
。
こ
の
頃
、
日
本
は

江
戸
時
代
、
外
国
か
ら
の
船
が
現
れ
て
は

開
国
を
迫
り
、
幕
末
の
混
乱
期
に

入
っ
て
い
く
不
安
定
な
時
代
で
し
た
。

ベ
ル
ツ
博
士
の
生
涯

　

ベ
ル
ツ
博
士
は
１
８
６
６
年
、

チ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
に
入
学
し

医
学
の
道
を
志
し
ま
す
。
さ
ら
に
は

ラ
イ
プ
チ
ヒ
大
学
で
当
時
ド
イ
ツ

国
内
で
は
医
学
の
権
威
と
さ
れ
た

ヴ
ン
ダ
ー
リ
ッ
ヒ
教
授
の
も
と
、

研
さ
ん
を
積
ん
で
い
き
ま
す
。こ
の
頃
、

日
本
人
留
学
生
、
相
良
元
貞
を
治
療

し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、

日
本
に
行
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

相
良
元
貞
は
佐
賀
藩
の
蘭
学
者
で
あ
り
、

実
兄
の
相
良
知
安
は
明
治
政
府
に

医
学
取
調
御
用
掛
と
し
て
ド
イ
ツ

医
学
を
推
進
し
た
学
者
で
し
た

（「
ベ
ル
ツ
博
士
と
草
津
」
沖
津
弘
良

　

ベ
ル
ツ
記
念
館　

２
０
０
３
）。」

こ
う
し
て
、
ベ
ル
ツ
博
士
は
明
治
政
府

の
御
雇
外
国
人
と
し
て
東
京
医
学
校

（
の
ち
、
東
京
大
学
医
学
部
）
に
明
治
９

（
１
８
７
６
）
年
、
27
歳
で
赴
任
し

ま
す
。
明
治
政
府
は
急
速
な
欧
米
化
と

近
代
化
を
進
め
ま
し
た
。
そ
の
一
環

と
し
て
欧
米
の
文
化
、
技
術
、
社
会

制
度
等
を
取
り
入
れ
る
べ
く
、
多
く

の
外
国
人
を
受
入
れ
、
日
本
の
学
生
や

関
係
者
に
技
術
の
伝
達
を
さ
せ
ま
し
た
。

そ
れ
が
御
雇
外
国
人
で
す
。

　

ベ
ル
ツ
博
士
は
日
本
で
医
師
、

教
師
と
し
て
活
躍
し
当
時
、
世
界
の

最
先
端
に
あ
っ
た
ド
イ
ツ
医
学
の

普
及
に
努
め
多
く
の
日
本
人
医
師
を

育
成
し
ま
し
た
。
東
大
医
学
部
も

博
士
が
基
礎
を
築
い
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
さ
ら
に
は
、
ツ
ツ
ガ
ム
シ
病

や
ハ
ン
セ
ン
病
の
研
究
、
草
津
、

伊
香
保
、
箱
根
と
い
っ
た
温
泉
地

で
の
温
泉
と
医
学
を
組
み
合
わ
せ
た

治
療
を
提
唱
す
る
な
ど
明
治
期
の

日
本
の
近
代
医
学
の
発
展
の
た
め
に

尽
力
し
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
史
や

人
類
学
、
美
術
に
も
造
詣
が
深
く
、

日
本
滞
在
中
に
集
め
た
絵
画
を
中
心

と
し
た
美
術
品
は
６
，
０
０
０
点

以
上
に
の
ぼ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は

ド
イ
ツ
、
シ
ュ
ト
ゥ
ッ
ト
ガ
ル
ト
市
の

リ
ン
デ
ン
博
物
館
に
収
め
ら
れ
て
お
り
、

一
部
を
『
ベ
ル
ツ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

日
本
絵
画
』（
講
談
社
、
１
９
９
１
）

や
『
ベ
ル
ツ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン　

帰
っ
て
き
た
幕
末
・
明
治
の
絵
画
』

（
朝
日
新
聞
社　

１
９
９
３
）
で

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

博
士
は
日
本
滞
在
中
に
荒
井
は
つ

（
花
）と
結
婚
。明
治
38
（
１
９
０
５
）年

に
と
も
に
ド
イ
ツ
へ
帰
国
し
ま
す
。

そ
れ
か
ら
明
治
41
年
（
１
９
０
８
）
に

一
度
来
日
し
、大
正
２
（
１
９
１
３
）

年
８
月
、
ド
イ
ツ
で
死
去
し
ま
す
。

64
歳
で
し
た
。
日
本
で
の
滞
在
は
26
年

に
及
ん
で
い
ま
す
。

　

ベ
ル
ツ
博
士
の
生
涯
や
研
究
に

つ
い
て
は
、
今
で
も
た
く
さ
ん
の

資
料
で
触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

没後100年、ベルツ博士と草津没後100年、ベルツ博士と草津
“くさづよいとこ薬のいでゆ”“くさづよいとこ薬のいでゆ”
草津町立草津図書館所蔵の資料から、温泉とともに歩んだ草津町立草津図書館所蔵の資料から、温泉とともに歩んだ
長い歴史の１ページを今月もめくります。長い歴史の１ページを今月もめくります。
ちょっと手を休めて、草津の歴史をたどる旅にでかけませんか？ちょっと手を休めて、草津の歴史をたどる旅にでかけませんか？

◆
掲
載
写
真
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
と
の

◆
掲
載
写
真
に
つ
い
て
は
、
昨
年
の
ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
・
ビ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
と
の

　

姉
妹
都
市
締
結
５
０
周
年
の
記
念
式
典
の
際
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す

　

姉
妹
都
市
締
結
５
０
周
年
の
記
念
式
典
の
際
に
撮
影
さ
れ
た
も
の
で
す

没
後
１
０
０
年
、

ベ
ル
ツ
博
士
と
草
津

昨年は、ベルツ博士の生誕地である昨年は、ベルツ博士の生誕地である
ビーティヒハイム・ビッシンゲン市とビーティヒハイム・ビッシンゲン市と
姉妹都市締結50周年の記念式典が行われました。姉妹都市締結50周年の記念式典が行われました。
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草
津
と
の
か
か
わ
り

　

博
士
が
草
津
を
訪
れ
た
の
は
、

明
治
11
（
１
８
７
８
）
年
だ
ろ
う
と

言
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
は
新
潟

へ
向
か
う
途
中
に
立
ち
寄
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
詳
し
い

こ
と
は
分
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

明
治
15
（
１
８
８
２
）
年
に
は
噴
火

し
て
い
る
白
根
山
に
登
り
、
そ
の
様
子

を
『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』
に
記
し
て
い

ま
す
。
噴
火
を
し
て
い
る
白
根
山
に

立
っ
た
博
士
は
、
火
口
（
湯
釜
）
に

降
り
よ
う
と
は
考
え
て
い
な
か
っ
た

よ
う
で
す
。
し
か
し
、「
蒸
気
を
吹
き

上
げ
て
い
る
湖
の
間
近
に
、
数
名
の

金
剛
杖
を
も
っ
た
白
衣
の
行
者
の

群
れ
を
発
見
し
た
の
で
あ
る
。
あ
の

連
中
が
あ
え
て
下
っ
た
の
な
ら
、

自
分
に
も
で
き
な
い
こ
と
は
な
い
」

と
蒸
気
と
強
い
硫
黄
臭
の
す
る
火
口
へ

と
降
り
た
そ
う
で
す
。
そ
の
中
で
、

噴
火
の
様
子
を
記
し
て
い
ま
す
。

博
士
は
こ
れ
以
前
に
も
噴
火
前
の

白
根
に
登
山
を
し
て
い
る
こ
と
を

日
記
に
書
い
て
い
ま
す
が
、
数
年
前
と

記
し
て
い
る
だ
け
で
、
い
つ
な
の
か

は
分
か
り
ま
せ
ん
。

　
「
博
士
は
明
治
23
年
10
月
、
草
津
村

の
医
師
近
藤
民
蔵
に
命
じ
て
５
千

７
百
坪
の
土
地
を
購
入
し
て
、
そ
の

後
も
療
養
所
（
サ
ナ
ト
リ
ウ
ム
）
等

の
建
設
を
目
的
と
し
た
土
地
の
買
収

に
着
手
し
て
、
明
治
33
年
ま
で
に
１

万
２
千
坪
を
取
得
し
ま
し
た
」

（『
ベ
ル
ツ
博
士
と
草
津
』）。
ま
た
、

「
自
分
は
こ
の
地
に
非
常
な
興
味
を

覚
え
、
土
地
の
人
々
に
各
種
の
改
革
を

提
案
し
た
」（『
ベ
ル
ツ
の
日
記　

下
』

ｐ
１
７
８
）
と
あ
り
、
博
士
は
草
津

で
土
地
を
購
入
し
療
養
所
（
サ
ナ
ト

リ
ウ
ム
）
等
を
建
設
す
る
こ
と
が

念
願
だ
っ
た
よ
う
で
す
。
明
治
29

（
１
８
９
６
）
年
に
は
温
泉
利
用
の

た
め
の
請
願
を
町
議
会
に
提
出
し
ま

す
が
、
当
時
の
議
会
は
「
外
国
人
に

温
泉
湧
口
を
分
与
す
る
の
如
き
は

法
律
の
許
さ
ざ
る
所
な
り
故
に
一
応

却
下
す
」
と
博
士
が
温
泉
を
利
用
す
る

こ
と
に
反
対
を
し
ま
し
た
。
博
士
は

「
草
津
温
泉
の
発
展
に
つ
い
て
協
力

す
る
こ
と
を
止
め
る
程
に
怒
っ
た
と

い
わ
れ
る
」（『
草
津
温
泉
誌　

第
弐
巻
』

ｐ
75
）
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

そ
の
後
明
治
30
年
代
に
、
草
津
の

若
い
世
代
が
立
ち
上
が
り
、
博
士
に

再
び
指
導
し
て
も
ら
う
よ
う
要
請
を

し
ま
す
。
そ
の
い
き
さ
つ
を
明
治
37

（
１
９
０
４
）
年
９
月
19
日
付
け
の

日
記
に
書
い
て
い
ま
す
「
今
で
は
、

こ
の
土
地
も
は
な
は
だ
さ
び
れ
、

訪
れ
る
人
の
数
は
減
っ
た
。（
略
）

今
後
は
い
っ
さ
い
自
分
の
言
葉
に
従
う

と
の
こ
と
な
の
で
（
略
）
日
本
人
の

療
養
所
と
西
洋
人
の
と
を
建
て
ね
ば

な
ら
い
し
、そ
れ
に
ホ
テ
ル
も
必
要
だ
。

草
津
に
は
、
無
比
の
温
泉
以
外
に
、

日
本
で
最
上
の
空
気
と
、
ま
っ
た
く

理
想
的
な
飲
料
水
が
あ
る
。
こ
ん
な

土
地
が
、
も
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
あ
っ
た

と
し
た
ら
、
カ
ル
ル
ス
バ
ー
ド
よ
り

も
に
ぎ
わ
う
こ
と
だ
ろ
う
（
後
略
）」

（『
ベ
ル
ツ
の
日
記　

下
』ｐ
１
７
８
）。

ベ
ル
ツ
博
士
を
偲
ん
で

　

昭
和
10
（
１
９
３
５
）年
８
月
４
日
、

ベ
ル
ツ
が
「
町
の
真
中
（
ド
イ
ツ
の

町
の
中
央
広
場
に
相
当
す
る
と
こ
ろ
）

に
は
、
湯
気
を
立
て
て
猛
烈
に
臭
う
、

硫
黄
を
含
ん
だ
熱
湯
の
大
噴
泉
が
あ
る
」

と
日
記
に
書
い
た
湯
畑
に
多
く
の
町
民
、

観
光
客
、
湯
治
客
が
集
ま
り
、
一
人
の

ド
イ
ツ
人
を
迎
え
ま
し
た
。
駐
日

ド
イ
ツ
大
使
の
ジ
ル
ク
セ
ン
で
す
。

湯
畑
で
は
万
国
旗
が
は
た
め
き
、

多
く
の
歓
声
が
ジ
ル
ク
セ
ン
を
歓
迎

し
ま
し
た
。
ベ
ル
ツ
博
士
の
記
念
碑

が
西
の
河
原
に
建
立
さ
れ
、
そ
の

除
幕
式
に
先
立
っ
て
の
パ
レ
ー
ド

で
す
。

　

除
幕
式
は
午
後
１
時
か
ら
始
ま
り
、

ベ
ル
ツ
花
夫
人
を
主
賓
に
東
大
の

関
係
者
、
日
本
医
学
会
の
会
長
や
そ

の
関
係
者
、
地
元
医
師
会
の
メ
ン
バ
ー

や
ド
イ
ツ
大
使
館
員
、
県
知
事
、

草
津
町
の
関
係
等
が
集
ま
り
盛
大
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
碑
を
撰
文
し
た

医
師
の
入
沢
達
吉
は
「
先
生
は

い
ろ
い
ろ
と
医
学
的
な
立
場
か
ら
も

草
津
の
改
良
意
見
を
地
方
の
人
に

説
い
て
き
か
さ
れ
た
。
何
し
ろ
外
国
人

な
ら
ゆ
で
ダ
コ
に
な
る
こ
と
請
け

あ
い
と
い
う
よ
う
な
温
泉
に
、
強
烈
な

硫
黄
の
臭
い
を
浴
び
な
が
ら
、
ジ
ャ
ブ

ジ
ャ
ブ
や
っ
て
い
た
先
生
だ
っ
た
か
ら
、

後
年
東
京
で
入
湯
さ
れ
た
時
も
、

江
戸
ッ
子
は
だ
し
の
熱
湯
で
う
な
っ
て

お
ら
れ
た
。
こ
れ
も
草
津
の
影
響
に

違
い
な
い
」（『
ベ
ル
ツ
と
草
津
温
泉
』

ｐ
１
３
２
）
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
時
の
写
真
が
『
吾
妻
の
１
０
０
年
』

（
郷
土
出
版
社
）
や
『
ベ
ル
ツ
と
草
津

温
泉
』（
市
川
善
三
郎
）
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
碑
と
と
も
に
あ
る
ベ
ル
ツ

博
士
と
ス
ク
リ
バ
博
士
の
胸
像
は

昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
に
建
立

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
10
月
、

草
津
町
役
場
で
草
津
と
ベ
ル
ツ
博
士
の

生
誕
の
地
で
あ
る
ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
市

は
姉
妹
都
市
関
係
を
締
結
し
ま
し
た
。

当
時
、
海
外
の
自
治
体
と
姉
妹
都
市

を
締
結
す
る
町
は
、
ま
だ
少
な
か
っ
た

よ
う
で
、
国
内
で
も
２
番
目
に
古
い

事
例
で
す
（
１
番
目
は
東
京
都
大
島
町
、

ハ
ワ
イ
郡
ヒ
ロ
と
１
９
６
２
年
２
月

に
締
結
）。
締
結
式
に
は
ビ
ー
テ
ィ

ヒ
ハ
イ
ム
市
長
や
ド
イ
ツ
大
使
館
職
員
、

医
学
関
係
者
等
も
参
加
し
、
盛
大
に

行
わ
れ
た
よ
う
で
す
。
そ
し
て
、

現
在
ま
で
草
津
と
ビ
ー
テ
ィ
ヒ
ハ
イ
ム
・

ビ
ッ
シ
ン
ゲ
ン
市
の
間
で
、
中
学
生
の

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
交
流
事
業
が

積
極
的
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆
博
士
の
業
績
を
知
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　

お
も
な
参
考
文
献

『
ベ
ル
ツ
の
日
記
』

（
ト
ク
・
ベ
ル
ツ
編
、菅
沼
竜
太
郎
訳

／
岩
波
文
庫
）

『
ベ
ル
ツ
博
士
と
草
津
』

（
沖
津
弘
良
／
ベ
ル
ツ
記
念
館
）

『
熱
水
浴
療
論
』

（
ベ
ル
ツ
／
草
津
温
泉
誌

自
然
科
学
編
ｐ
５
１
４
）

『
ベ
ル
ツ
と
草
津
温
泉
』

（
市
川
善
三
郎
／
あ
さ
を
社
）

『
ベ
ル
ツ
の
生
涯
近
代
医
学

導
入
の
父
』

（
安
井
広
・
思
文
閣
出
版
）

『
ベ
ル
ツ
日
本
再
訪
』

（
ベ
ル
ツ
／
東
海
大
学
出
版
）

『
ベ
ル
ツ
日
本
文
化
論
』

（
ベ
ル
ツ
／
東
海
大
学
出
版
）

草
津
町
立
草
津
図
書
館
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草津あおぞら保育園草津あおぞら保育園
誌上体験！探訪

さ
あ
、
出
発
！

今
日
は
少
し
遠
出
の
散
歩
で
す

　

歩
く
の
に
ち
ょ
う
ど
い
い
天
候
の

時
に
は
、
い
つ
も
と
違
っ
た
景
色
を

見
に
出
か
け
ま
す
。

　

春
の
散
歩
と
比
較
す
る
と
、
子
ど
も

た
ち
は
歩
き
方
も
堂
々
と
し
て

き
ま
し
た
。
ま
た
、
年
齢
の
大
き
な

子
が
、
年
下
の
子
ど
も
た
ち
の
手
を

引
い
て
上
手
に
リ
ー
ド
し
な
が
ら

歩
い
て
い
る
様
子
に
、
子
ど
も
た
ち
の

成
長
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
ね
。

サ
ッ
カ
ー
教
室

み
ん
な
、ナ
イ
ス
ド
リ
ブ
ル
！

　

群
馬
サ
ッ
カ
ー
協
会
主
催
の

サ
ッ
カ
ー
教
室
が
保
育
園
で
開
催
。

年
長
、
年
中
児
の
子
ど
も
た
ち
が

参
加
し
ま
し
た
。
み
ん
な
の
ボ
ー
ル

さ
ば
き
は
と
て
も
上
手
！

　

サ
ッ
カ
ー
指
導
に
訪
れ
た

お
兄
さ
ん
も
み
ん
な
の
上
達
の

早
さ
に
驚
い
た
様
子
。
目
を
輝
か
せ
て

ボ
ー
ル
を
追
い
か
け
る
み
ん
な
の

姿
が
と
て
も
印
象
に
残
る
ひ
と

と
き
で
し
た
。

草
津
中
学
校
の
み
な
さ
ん

職
場
体
験
学
習
お
つ
か
れ
さ
ま
！

　

保
育
園
で
の
仕
事
を
体
験
す
る

た
め
に
、
中
学
校
の
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
が
保
育
園
に
や
っ
て

き
ま
し
た
。
な
か
な
か
接
す
る

こ
と
の
な
い
年
代
の
お
兄
さ
ん
、

お
姉
さ
ん
と
触
れ
合
う
こ
と
が

で
き
て
、
子
ど
も
た
ち
は
大
喜
び

で
す
。

　

中
学
校
の
生
徒
も
保
育
園
で
の

体
験
で
、
多
く
の
こ
と
を
学
び

得
た
と
思
い
ま
す
。

・
21
日
…
お
誕
生
会

・
22
日
…
子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー
ル
ー
ム

 

（
保
護
者
向
け
）

・
26
日
…
パ
ク
パ
ク
ル
ー
ム

 

（
保
護
者
向
け
）

・
12
月
５
日
…
お
誕
生
会

★
11
月
以
降
の
行
事
予
定
★

　秋の日はつるべ落としといいますが、日が短くなり、

半袖姿で走り回っていた子どもたちは長袖姿になりました。

　お天気の日と曇り空では気温も大きく違うため、

保護者のみなさまも子どもたちの服装調整に悩むことが

多いのではないでしょうか？

　しかし、秋は子どもたちの体力作りや季節のうつろいを

感じるのに最適な季節です。

　お天気が良ければ、真っ青な空を感じながら少し遠く

までお散歩に出かけます。

　目には真っ赤な黄色の景色を焼き付け、手にはドングリや

松ぼっくりを握って帰ってきます。

生
会

なでしこジャパンに
　　　　　入れるかな？

この日は湯畑まで足をのばしました

サッカーのお兄さんは大人気！
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11月号
あ
め
色
の　

光
の
中
に　

や
わ
ら
か
き　

毛
玉
の
ご
と
く　

子
猫
は
眠
れ
る

 

今　

井　

馨　

子

ひ
ろ
っ
て
き
た
子
猫
。
そ
の
あ
い
ら
し
さ
に
メ
ロ
メ
ロ
。
我
が
家
の
家
族
に
な
る
か
？

な
ら
な
い
の
か
？

放課後子ども教室を開催しています放課後子ども教室を開催しています
　子どもの居場所作り事業として放課後子ども教室が、本年度も実施　子どもの居場所作り事業として放課後子ども教室が、本年度も実施
されています。児童室の児童を対象に、老人クラブ第７支部の方々にされています。児童室の児童を対象に、老人クラブ第７支部の方々に
よる『むかし遊び』、しあわせ読書会の方々による『読み聞かせ』等がよる『むかし遊び』、しあわせ読書会の方々による『読み聞かせ』等が
開催されています。また、佐藤陽子さん、ジョージさんの御協力を開催されています。また、佐藤陽子さん、ジョージさんの御協力を
いただいて「英会話（英語あそび）」教室。小学校の体育館では、草津いただいて「英会話（英語あそび）」教室。小学校の体育館では、草津
バスケットクラブの早川信之さんとお仲間のボランティアの方々にバスケットクラブの早川信之さんとお仲間のボランティアの方々に
より「ミニバスケット教室」が開催され半年が経過しました。これらのより「ミニバスケット教室」が開催され半年が経過しました。これらの
教室は小学校（埴田校長）の全面的な協力で実施しております。教室は小学校（埴田校長）の全面的な協力で実施しております。
　また、後期からは浅香　勝さん、池田文子さんの御指導のもとに　また、後期からは浅香　勝さん、池田文子さんの御指導のもとに
「かるた教室」が公民館を会場に始まっています。「かるた教室」が公民館を会場に始まっています。
　さまざまな知恵を出し合って、これらの教室に取り組んでいただいて　さまざまな知恵を出し合って、これらの教室に取り組んでいただいて
いるボランティアの方々に感謝するとともに、お手伝いいただける方がいるボランティアの方々に感謝するとともに、お手伝いいただける方が
いらっいらっしゃいましたら、教育委員会までお問合せいただければ幸いです。しゃいましたら、教育委員会までお問合せいただければ幸いです。

【　趣　旨　】【　趣　旨　】
　近年、我が国では、グローバリズムや情報化の進展等により、子ども・若者を取り巻く環境が大きく変化　近年、我が国では、グローバリズムや情報化の進展等により、子ども・若者を取り巻く環境が大きく変化
している。している。
　非正規労働の若者が増加し、フリーターやニートの数も高止まりの状況が続いているなど困難を有する　非正規労働の若者が増加し、フリーターやニートの数も高止まりの状況が続いているなど困難を有する
子ども・若者の問題は依然として深刻です。また、少年非行の問題、いじめの問題、児童虐待や児童ポルノ子ども・若者の問題は依然として深刻です。また、少年非行の問題、いじめの問題、児童虐待や児童ポルノ
など子どもが被害者となる事件等が相次いで発生しているほか、違法、有害な情報が氾濫し、携帯電話だけなど子どもが被害者となる事件等が相次いで発生しているほか、違法、有害な情報が氾濫し、携帯電話だけ
でなくスマートフォンを始めとする新たな機器等の普及に伴って、それらの情報へ子どもが接触する危険性でなくスマートフォンを始めとする新たな機器等の普及に伴って、それらの情報へ子どもが接触する危険性
が更に増大することも懸念されている。が更に増大することも懸念されている。
　これらの諸課題に対応し、子ども・若者の健やかな育成や社会生活を円滑に営むことができるようにする　これらの諸課題に対応し、子ども・若者の健やかな育成や社会生活を円滑に営むことができるようにする
ための支援その他の取組を図るためには、「子ども・若者育成支援推進法」及び「子ども・若者ビジョン」等にための支援その他の取組を図るためには、「子ども・若者育成支援推進法」及び「子ども・若者ビジョン」等に
基づき、関連施策を着実に推進する必要がある。特に、家庭や学校、企業、地域など社会全般に深く関係する基づき、関連施策を着実に推進する必要がある。特に、家庭や学校、企業、地域など社会全般に深く関係する
子ども・若者支援への取組が、国民的な理解と広がりを持ったものとなるよう、国民運動を強力に推進する子ども・若者支援への取組が、国民的な理解と広がりを持ったものとなるよう、国民運動を強力に推進する
ことが重要である。ことが重要である。
　このため、11月を「子ども・若者育成支援強調月間」と定め、子ども・若者育成支援のための諸事業、　このため、11月を「子ども・若者育成支援強調月間」と定め、子ども・若者育成支援のための諸事業、
諸活動を実施することにより、理解を深めるとともに、各種活動の一層の充実と定着を図ることとする。諸活動を実施することにより、理解を深めるとともに、各種活動の一層の充実と定着を図ることとする。
【　期　間　】【　期　間　】
　平成25年11月１日（金）から30日（土）　までの１カ月間　平成25年11月１日（金）から30日（土）　までの１カ月間
【　取り組むべき課題　重点事項　】【　取り組むべき課題　重点事項　】
　　◎子ども・若者の社会的自立支援の促進　◎生活習慣の見直しと家庭への支援◎子ども・若者の社会的自立支援の促進　◎生活習慣の見直しと家庭への支援　　◎児童虐待の予防と対応◎児童虐待の予防と対応
　　◎子どもを犯罪や有害環境から守るための取組の推進◎子どもを犯罪や有害環境から守るための取組の推進　　◎子どもの貧困対策の推進◎子どもの貧困対策の推進
【　実施主体　】【　実施主体　】
内閣府、警察庁、金融庁、消費者庁、総務省、法務省、最高検察庁、外務省、財務省、国税庁、文部科学省、内閣府、警察庁、金融庁、消費者庁、総務省、法務省、最高検察庁、外務省、財務省、国税庁、文部科学省、
厚生労働省、農林水産省、国土交通省、環境省、防衛省、最高裁判所、都道府県、市区町村、青少年育成厚生労働省、農林水産省、国土交通省、環境省、防衛省、最高裁判所、都道府県、市区町村、青少年育成
都道府県民会議、青少年育成市町村民会議、青少年関係諸団体都道府県民会議、青少年育成市町村民会議、青少年関係諸団体

11月は「子ども・若者育成支援強調月間」です。11月は「子ども・若者育成支援強調月間」です。

ミニバス教室ミニバス教室 読み聞かせ読み聞かせ 英語あそび英語あそび
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10
月
６
日
（
日
）
中
之
条
中
学
校
柔
道
場
に

お
い
て
５
団
体
65
名
が
参
加
し
、
標
記
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

草
津
町
か
ら
参
加
し
た
選
手
の
健
闘
を
称
え
、

次
の
通
り
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

幼
児
の
部 

優　

勝 

澁
谷
優
寿
朗

１
年
生
の
部 

優　

勝 

髙
橋　

桜
汰

２
年
生
の
部 

準
優
勝 

黒
岩　

駿
太

３
年
生
の
部 

優　

勝 

小
林　

愛
佳

４
年
生
の
部 

優　

勝 

長
岡　

采
枝

５
年
生
軽
量
の
部 

優　

勝 

本
多　

夏
葵

 

準
優
勝 

黒
岩　

麗
人

 

第
３
位 

西
山　

正
紘

重
量
の
部 

優　

勝 

両
川　

健
介

 

第
３
位 

君
嶋　

光

６
年
生
軽
量
の
部 

優　

勝 

澁
谷　

愛
優

重
量
の
部 

優　

勝 

朝
倉
ジ
ョ
ー
ジ

　　草津町体育協会主催により、10月14日の体育の日に標記大会を実施いたしました。
　総勢68名の方々にご参加いただき、秋晴れの心地よい日差しの中、自己記録の更新や友達と
競いながら走ったりと、楽しく汗をかいていました。大会結果は以下のとおりです。

　皆さん本当にお疲れ様でした。

T
op
ics

ト
ピ
ト
ピ
ッッ
ク
ス
ク
ス

み
な
さ
ん
の
活
躍
を

み
な
さ
ん
の
活
躍
を

　
　

お
伝
え
す
る
ペ
ー
ジ

　
　

お
伝
え
す
る
ペ
ー
ジ

【小学生高学年　男子の部】【小学生高学年　女子の部】

第１位 大場　暖音 第１位 澁谷　愛優

第２位 冨岡　真哉 第２位 本多　来依

第３位 本多　夏葵 第３位 長岡　采枝

第４位 西山　正紘 第４位 本多　留依

第５位 小林　創支 第５位 冨澤亜美琉

第６位 平川　　遼 第６位 久保　芹乃

【小学生低学年　男子の部】【小学生低学年　女子の部】

第１位 宮﨑　　悠 第１位 小林　音葉

第２位 大橋　　龍 第２位 小林明香里

第３位 黒岩　　希 第３位 小林　愛佳

第４位 前間奏次郎 第４位 野村　愛美

第５位 野村　優皇 第５位 久々江雫花

第６位 渡辺　勇樹 第６位 佐藤志英瑠

【中学生　男子の部】 【中学生　女子の部】

第１位 平川　裕也 第１位 加藤見嘉子

第２位 入村　直希 第２位 加藤　　岬

第３位 松本　隼人 第３位 久々江涼花

第４位 久保　太希 第４位 池田　実句

第５位 箱田　陸歩 第５位 髙橋　由麻

第６位 池田　　光

【一般　男子の部】 【熟年の部】

第１位 白鳥　順司 第１位 関　　光広

第２位 飯山　直樹 第２位 市川　優子

第３位 奥平　晃匡 第３位 長田夫杞子

第４位 宮﨑　　悟

第５位 丸山　　駿
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９
月
１
日
・
８
日
・
15
日
・

21
日
・
22
日
・
23
日
・
29
日
の

７
日
間
に
わ
た
り
標
記
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。　

草
津
町
選
手
団

の
皆
さ
ん
及
び
関
係
者
各
位
の

ご
協
力
に
よ
り
、
無
事
に
全
日
程

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

野
球
・
熟
年
の
部
に
つ
い
て
は
、

平
成
19
年
度
か
ら
郡
民
祭
の
正
式

種
目
と
な
り
７
年
目
に
し
て
初
優
勝

を
飾
り
ま
し
た
。
最
優
秀
選
手

に
は
星
野　

昭
選
手
が
選
ば
れ

ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
綱
引
き
で
は
昨
年
の

雪
辱
を
果
た
し
、
圧
倒
的
な
強
さ

で
優
勝
楯
を
奪
還
し
、
み
ご
と
に

４
回
目
の
優
勝
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。

　

来
年
度
は
草
津
町
が
メ
イ
ン

会
場
と
し
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
競
技
で
優
勝
で
き
る
よ
う
、

選
手
み
な
さ
ん
の
活
躍
を
期
待
し

ま
す
。

　

各
競
技
選
手
皆
さ
ん
の
健
闘
を

称
え
、
下
記
の
と
お
り
報
告
い
た
し

ま
す
。

　

選
手
の
皆
さ
ん
本
当
に
お
疲
れ
様

で
し
た
。

第52回　吾妻郡民体育祭　種目・町村別順位一覧表
（※草…草津町、中…中之条町、東…東吾妻町、高…高山村、長…長野原町、嬬…嬬恋村）

種　　目 草 中 東 高 長 嬬 種　　目 草 中 東 高 長 嬬
ソフトボール

（男子・女子ともに） 雨天の為（予備日含む）本年度中止 バレーボール
（男子） 5位 2位 3位 5位 3位 1位

弓　　道 4位 2位 1位 3位 5位 － バレーボール
（女子） － 2位 4位 4位 3位 2位

サッカー 5位 2位 3位 1位 － 4位 卓　　球 5位 2位 1位 5位 3位 3位

グラウンドゴルフ 5位 2位 1位 3位 4位 6位 硬式テニス 5位 3位 1位 － 2位 4位

バスケットボール
（男子） 3位 2位 1位 3位 － 5位 ソフトテニス 3位 1位 2位 － 4位 －

バスケットボール
（女子） 3位 2位 1位 － － 3位 柔　　道 4位 2位 5位 3位 1位 －

野球（一般） 5位 3位 2位 5位 3位 1位 剣　　道 2位 1位 4位 5位 － 3位

野球（壮年） 3位 1位 3位 5位 5位 2位 ボウリング － 1位 4位 3位 － 2位

野球（熟年） 1位 4位 － － 2位 3位 陸　　上 4位 1位 2位 6位 5位 3位

バドミントン 5位 3位 2位 4位 1位 － 綱 引 き 1位 3位 2位 3位 5位 5位

ゲートボール 4位 3位 1位 5位 6位 2位 玉 入 れ 3位 5位 6位 2位 1位 4位

空 手 道 5位 2位 1位 － 4位 3位 ターゲットバード
ゴルフ 2位 1位 5位 3位 4位 6位

※男女ソフトボールは開催日と予備日のいずれも雨天のため、本年度は中止となりました。

見事優勝を飾った野球（熟年）チームと見事優勝を飾った野球（熟年）チームと
綱引きチームのみなさん。おめでとうございます！綱引きチームのみなさん。おめでとうございます！

最
優
秀
選
手
に
輝
い
た

最
優
秀
選
手
に
輝
い
た

星
野　

昭　

選
手

星
野　

昭　

選
手
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お誕生おめでとう
※敬称略

地　区 氏　名 保護者

大
おお

髙
たか

羽
は

澄
すみ

下
しも

野
の

碧
あお

葉
ば

小
こ

林
ばやし

星
せい

夏
か

小
こ

林
ばやし

琉
りゅう

人
と

佐
さ

鳥
とり

蓮
れん

乃
の

介
すけ

渡
わた

部
べ

怜
れい

汰
た

科日 内　　　　科 外　　　　科 休日夜間当番病院

11月10日

（日）

中之条町

しまだ医院

（76）3435

長野原町

櫻井医院

（82）3999

中之条町

吾妻さくら病院

（75）3055

中之条町

吾妻さくら病院

（75）3055

11月17日

（日）

東吾妻町

加地医院

（68）2103

嬬恋村

嬬恋村診療所

（97）3020

東吾妻町

原町赤十字病院

（68）2711

東吾妻町

原町赤十字病院

（68）2711

11月23日

（土）

勤労感謝の日

中之条町

四万診療所

（64）2136

草津町

草津こまくさ病院

（88）4321

長野原町

西吾妻福祉病院

（83）7111

長野原町

西吾妻福祉病院

（83）7111

11月24日

（日）

中之条町

吾妻さくら病院

（75）3055

長野原町

長野原診療所

（85）2259

中之条町

吾妻さくら病院

（75）3055

中之条町

吾妻さくら病院

（75）3055

✚11月当番医予定表

お悔やみ申し上げます
※敬称略

地　区 氏　　名 享年

和
わ

田
だ

　ミ
み

ツ
つ

80

櫻
さくら

井
い

　いく 99

山
やま

本
もと

　保
やす

夫
お

77

阿
あ

部
べ

　やす 98

武
む

藤
とう

　久
ひさ

江
え

91

覀
にし

　　英
ひで

子
こ

49

24時間健康テレホンサービス
群馬県保険医協会では、

「24時間健康テレホンサービス」を
実施しています。

電話027-234-4970（ヨクナレ）に
かけると約３分の健康講話が聞けます。

プログラム
11月（１日から11日）

月曜／歯科の保険診療と自費診療
火曜／どうしてむし歯になるの？
水曜／歯と歯のすき間が開いてきた
木曜／どうする？埋まっている親知らず
金曜／歯周病になるとどうなるか
土・日曜／歯のかぶせもの、
　　　　　　　　　つめものがとれた

☆直接相談タイム（医師対応）
７日（婦人科・内科）と13日（歯科）
午後７時30分～午後９時まで
※トラブル防止のため、お名前と
　電話番号をお伺いします。

・町県民税 ３期

・国民健康保険税 ５期

・後期高齢者医療保険料 ５期

納期限　平成25年12月２日㈪

今月の納税

★自由ひろば
11月14日あおぞら保育園２Ｆ
ホールで「まちのおんがくやさん
withゆもみちゃん」コンサート
料金　一人300円大人子ども同額
（0～3歳無料）開場　10時～　
申込　下記社協まで。
◆問い合わせ先
　草津町社会福祉協議会
　TEL.88－1050

平成25年11月～12月　予定表
月 火 水 木 金

11月11日 12 13 14 15
自由ひろば 10:30～11:30

★子どもの人権の話
人権擁護指導員新井
ひろみさんにお話を
してもらいます

自由ひろば 10:00開場～11:30
★まちのおんがくやさん
w i t h ゆ も み ち ゃ ん
コンサート。あおぞら
保育園2Fホール要申込

自由ひろば

18 19 20 21 22
自由ひろば 10:30～11:30

★ママ＆マタニティヨガ
（参加費200円）
14:00～栄養士さん
と早寝早起き朝ご飯

自由ひろば 14:00～15:00
★薬剤師さんによる
お薬の話第２回
（参加費200円）

自由ひろば

25 26 27 28 29
自由ひろば 10:30～14:00

★バザーの日
スタッフとあそぼう
玉入れ

15:30～16:30
★小児科医の
斉藤先生と座談会
相談窓口もあります
要予約

13:30～14:30
★ピアノ＆リトミック
リズムに合わせて親子
であそぼう
（参加費200円）

自由ひろば

12月2日 3 4 5 6
自由ひろば 10:00～11:30

★ママ＆プレママcafé
(参加費100円)

世代間交流会
10:30～1時間
ムジカ・ド・マーニ
による演奏会

10:00～11:30
★ママ＆プレママcafé
保育士と座談会
(参加費100円)

自由ひろば

9 10 11 12 13
自由ひろば 10:30～11:30

★手作りクリスマスグッズ
(材料費100円)

自由ひろば 10:30～11:30
★英語であそぼう
(参加費200円)

自由ひろば

すくすく
インフォメーション

子育て家庭の応援団「子育てひろばすくすく」どうぞご利用ください

本誌「我が家のアイドル」コーナーでは４歳
未満のお子さんの登場をお待ちしています。
問い合わせ先：総務課 TEL.88－0001

【開館時間】　月・水・金　12:00～17:00
　　　　　　火・木　　　10:00～16:00
　　　　　　土・日・祝祭日　休館
【場所】いきいきプラザ草津（保健福祉センター内）
◆対象…乳幼児（0～3歳児中心）とその保護者や妊娠中の方

問合せ・連絡先　草津町社会福祉協議会☎８８－１０５０　（内容は変更になる場合があります）

掲載を希望されない方は届け出の際
お申し出ください。

※
専
門
外
の
疾
患
の
場
合
は
対
応
し
か
ね
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

※地区、保護者については印刷版の広報に掲載してあります
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タウンデータ

人口・世帯数
（25年11月１日現在）

男
合　計

転　入
転　出

3,400人
6,933人

48人
50人

女
世　帯

3,533人
3,451世帯

入り込み客数
（平成25年９月分）

合　計

宿　泊

日帰り

231,503人　（98.83%）

158,793人　（99.01%）

72,710人　（98.45%）
（　）前年対比

日 月 火 水 木 金 土

各行事の問合せ場所

◆○保 …保健センター　℡88－5797　◆○図 …図　書　館　　℡88－7190

◆○総 …総　務　課　　℡88－0001　

8 9
・広報いでゆ
　11月号発行日

10 11 12 13 14 15 16
・元気アップスクール
（9:30～）○保

・ベビールーム
   （10:00～）○保
・小学校音楽発表会

・機能訓練（9:00～）、
・元気アップスクール
（９:30～）○保

・育児教室「すまいる」
   （9:30～）○保
　世界糖尿病デー
　湯畑ライトアップ
   （16:00～）

・志賀草津高原ルート
　冬季閉鎖（13：00～）
　平成26年４月25日
まで

・おはなし会○図

17 18 19 20 21 22 23
・元気アップスクール
（9:30～）
　スプリング研修
   （13:30～）○保

・元気アップスクール
（9:30～）、
　健康相談（13:30～）
　幼児個別相談
   （指定された時間）○保

・スマイルボーリング大会
   （総合体育館）○保

・ ヒブ・小児肺炎球菌
（13:30～）○保

勤労感謝の日

24 25 26 27 28 29 30
・人権相談・行政相談
　○総
　元気アップスクール
（9:30～）○保

・子育て講演会
   （10:00～）○保

・機能訓練（9:00～）、
　元気アップスクール
（9:30～）
　１歳６カ月健診
   （13:30～）○保

・乳児相談（10:00～）
○保

・手づくり離乳食講習会
（13:30～）○保

12/1 2 3 4 5 6 7
・元気アップスクール
（9:30～）○保

・ 特設人権相談・行政
相談○総、
　中学３年生お弁当教室
   （13:35～）○保

・機能訓練（9:00～）、
両親学級○保、
　中学３年生お弁当教室
   （13:35～）○保

・育児教室「すまいる」
（9:30～）

・４種混合②、
　ヒブワクチン予防
接種○保（13:30～）

8 9 10 11 12 13
・育児教室「ミニすまいる」   
（9:30～）○保

・健康訓練（9:00～）、
健康相談（13:30～）
○保

・広報いでゆ
　12月号発行日

編集ミニ後記 ②～③ページに消防団の勇姿を掲載しました。
消防団のみなさんは、本業のお仕事と併せて地道な消防活動を両立されています。みなさんの取組みに感謝と尊敬の意を込めて、
編集作業を行いました。

児童虐待はなぜ起きる？
子どもの人権を守ろう！

…………講演会のご案内…………
虐待は保護者だけの問題ではありません。
地域のみなさんの温かい見守りが、
痛ましい事件を防ぐことができます。
みなさんの参加をお待ちしております。

・講　師　社会福祉法人子どもの人権虐待防止センター
　　　　広　岡　智　子　先生　
・日　時　平成２５年１１月２７日（水）
　　　　　１４時～１６時
・場　所　草津町役場４階大会議室
・その他　予約不要、入場は無料です。

　この機会に児童虐待についての理解を深め、防止のために
役立ててみませんか？

Ⓡ

情 報 電 話 帳
草津町役場　88-0001（代表）
・会計課  88-7185　・住民課  88-7192　・福祉課  88-7189
・観光課  88-7188　・税務課  88-7186　・温泉課  88-7182
・企画創造課  88-7193　・上下水道課  88-7183　・土木課  88-7184
・議会事務局  88-7191　・教育委員会  88-0005
・健康推進課（保健センター）  88-5797
・生活環境課（クリーンセンター）  88-2407
・図書館  88-7190　・あおぞら保育園  88-3289　・総合体育館  88-5288
・草津小学校  88-2156　・草津中学校  88-2227　・町民プール  88-1130
・社会福祉協議会  88-1050
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11月の
行事予定表

寒さ厳しい草津の冬がやってきます。

みなさん、体調管理と火災予防を

お忘れなく！


